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〔(社) 日 本 家政学 会

消 費 の多 義 性と 家 政 学 の方 法

乗 本 秀 樹 （三 重 大）

目的　 家政学は、生活の場や人生という 活動、とりわけ消費活動の管理Sこ重点を置いて

四四●　---t―丿　　=-　　●ﾐ㎜Ｊ　－展開してきた。その方法と成果は、生活設計、消費者教育mm し（ 己/こ。-tの万mum 果は、生活設計、消費者教育、あるいは地域形成にも生かさ
れつつある。だが、消費という行為は、生産の場にも適用可能な一義的管理の視点だけで

は覆いつくせない。まずは、そうした部分を掬い取り丁寧に解釈する努力が必要ではない
か。そのことによって、消費の人間的な意味ひいては人間の発見や、問題解決をめざす家

政学により豊かな展開が望めるのではないか。
本研究は、以上の展望のもとに、消費の多義性を示すこと、

な展開のためのヴィジョンを得ることを目的とする。

方 法 消 費 行 為 に つ い て の 観 察 を も と に し 、 家 政 学
、
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領域に展開される消費諭を比較考察する。そして

ならびに家政学のより豊か

経済学、文化人類学、哲学などの

＜物の意味＞＜生活世界の様相＞く人
" で"' ‾` " ‾"" ⌒゙ ｀" ゛` ″'W`゙‾`J4R / ″゚● ゝv-^ ゝ ゝ^ 孵v ノ凧 呼` 〆'v ぷ゙
間 存 在 の 様 相 ＞ な ど に 留 意 し つ つ 、 消 費 の 意 味 を 一 覧 的 に 整 理 す る
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結果　 消費に は、 「意味以 前の意味」 「実用性 ・資源とし ての 意味 」 「記号 とし ての意

味」 「環境 としての 意味」 「身 体と同化 する物」な どの意味 があ ることがわ かっ た。もち

ろん 、これら の意味 は客観的 に存在し たりいつも認 識さ れるもの ではない。日々の 真摯な
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‾ 琴 － ゝ ‾″/ ゝ営 み や 行 為 の う ち に 読 み と れ る も の で あ り

、
解 釈 的 と ら え ら れ る も の で あ る

。
そ し て
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政 学 は 主 と し て 「実 用 的 ・ 資 源 と し て の 意 味 」 を 主 題 と し て き た の で あ る が

、 そ の 他 の 意

味 が 人 間 と い う 存 在 の 特 質 に 深 く か か わ る も の で あ る 限 り は 、 そ れ ら を 掬 い 取 ろ う と す る

努 力 や 感 受 性 の 展 開 を 軽 視 し て は な る ま い
．

2Qp －５ 現代生活とクレジット・ロ ーン問題　 （第２報）

一債務と女性の貧困化－

○石黒由美子　　 （東京都立大学）

目的　欧米では80 年代から統計的に女性の貧困化か明確となり、統計指標とし
てジェ
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ン ダ ー の 視 点 が 重 要 視 さ れ る よ う に な っ た 。 債 務 研 究 に お い て も フ ェ ミ ニ ズ ム の 視 点 が 当

て ら れ る よ う に な っ て き た 。 何 故 な ら 、 債 務 の 「返 済 困 難 」 は 、 あ く ま で 個 人 の 管 理 の 失

敗 と 社 会 は 見 倣 す が 、 管 理 の 失 敗 者 と し て 熔 印 （ス テ ィ グ マ ） を 押 さ れ
、 避 難 さ れ る の は

圧 倒 的 に 女 性 で あ る か ら で あ る 。 債 務 世 帯 内 で 男 性 は 自 分 の 家 計 配 分 は し っ か り 確 保 し
、

世 帯 内 で の 女 性 の 貧 困 化 現 象 も 問 題 と さ れ る よ う に な っ た 。 世 帯 内 の 配 分 差 ま で は 今 回 の

調 査 で は 明 ら か に で き な か っ た が 、 債 務 世 帯 の 生 活 水 準 ・家 計 構 造 の 特 徴 を 男 女 別 で 示

し 、 そ の 特 徴 を 明 か に す る 。

方法　第１報で報告したＫ法律事務所の調査対象世帯を債務者の性別に〈男 〉。

〈女〉、〈男 十女〉に分け再集計し、債務内容、生活保護倍率階層分
を調べる。〈男 十女〉世帯に関しては世帯内の家計配分

が問題になるが、今回の調査では

世帯内の詳細にまで踏み込めなかったので、債務者が〈女 〉である世帯の特徴を明かにす
る。

結果　女性の債務者の生活水準は約７割が貧困層となっており、他に比
べて圧倒的に低

水準となっている。また他の性別類型より返済の意志
が強く、結果的に借入金返済後の生

活水準も大きく転落する。男性の債務者は返済後の生活水準
の移動が大きくはないノ また

女性の債務者は、消費者金融からの借り入れが目立ち、銀行、職場
からの借り入れが少な

い。家計構造はその他、こづかいなどの配分が他より少なく、借入金返済の割介は他より
多くなっている。
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